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これからの社会を担う子供たちに
校長 前田真喜子

４月スタートして，これからという時に臨時休業
となり、GW は STAY HOME 週間となり、様々な
伝統行事やイベントも中止となりました。ただ，何
よりも嬉しかったことは，GW 後に学校に子供たち
の声が帰ってきたことです。校舎に響く子供たちの
元気な声や笑顔は何よりも私たちを元気にしてくれ
ます。
緊急事態宣言も解除され、「新しい生活様式」が

話題になっております。企業においても新しい様式
に則った経済活動が再開し、社会全体が対応すべく
一気に加速して変化しようとしています。このよう
な先行き不透明で不確実な社会をこれから担ってい
く子供たちに必要とされる資質・能力を鑑みると、
状況に敏感に反応する感性の豊かさと状況を打破す
る課題解決能力（主体的に向き合う力や柔軟な思考
力）ではないかと感じます。
本年度海陽中では、様々な諸事情を勘案して、職

場体験実習を除く形での職業についての学習・キャ
リア教育に取り組みます。このような状況だからこ
そ、自己の将来とのつながりを見透しながら、学習
することの意義は大きいと思います。地域社会の核
として活動を担っている甑島の子供たちは、社会を
より身近に感じていることと思います。だからこそ
子供たちも真剣にこれからの社会、どのような未来
を創るのか考えるチャンスと捉え、より良い社会・
人生を送るために必要とされる資質・能力を貪欲に
学び力にして欲しいと願うとともに学校としても職
場体験学習のみならず全教科における学習活動や、
生徒会活動や学校行事などあらゆる教育活動を通し
て意識して育成していきたいと考えます。
そのための家庭学習の習慣化、主体的に取り組む

学習姿勢は、子供一人一人に必要とされる資質であ
ると考えます。本校では宅習の習慣化、自主的に取
り組む放課後学習への手助け・補充指導等を実施し
ています。ご家庭でも子供たちがこのような場を上
手に活用できるよう声かけ等していただけたら幸い
です。家庭学習習慣の定着には、ご家庭のご協力が
必須です。声かけ・確認などのサポート、よろしく
お願いします。
最後に、学校が臨時休校中の間、全職員協力の下、

会議・職員研修等の先行実施、行事等の工夫・検討
を重ね、授業時数の確保に取り組んでいます。
今後ともご理解とご協力の程、よろしくおねがい

します。

○授業参観・ＰＴＡ総会等
４月21日（火）に本年度最初の授業参観、学

級ＰＴＡ、ＰＴＡ総会を実施しました。
授業参観では、１年生美術、２年生音楽、３

年生英語の学習の様子を見ていただきました。
学級ＰＴＡでは、各担任より学級経営方針や行
事の確認、校納金等について説明を行いました。
ＰＴＡ総会では新役員や年間活動計画、ＰＴ

Ａ専門部に関する規約改正等について検討しま
した。コロナウイルス感染症拡大防止を考慮し、
座席間を空けたり、時間を短縮したりして、例
年よりも簡素化した会となりましたが、協議事
項については、しっかりと検討することができ
ました。
今後も今年度決まった新役員の皆さんを中心

に学校や学級の諸活動等でお世話になるかと思
います。子供たちのよりよい成長のためにご理
解とご協力をよろしくお願い致します。
また、昨年度まで役員としてご協力いただき

ました保護者の皆
様には、大変お世
話になりました。
心より感謝いたし
ます。有り難うご
ざいました。

授業再開！
４月22日より、政府の緊急事態宣言の発表を
受けて、全国の全ての学校が休校となっており
ましたが、連休明けには緊急事態宣言も解除さ
れて、５月11日（月）より授業を再開すること
ができるようになりました。
生徒たちは、久しぶりに学校に登校すること

ができて大変嬉しそうでした。登校した生徒全
員の笑顔が印象的でした。幸い、臨時休業中に
体調を崩す生徒はいなかったようです。学校で
は積極的に授業に参加する姿を見ることが出来
ました。緊急事態宣言が解除されたとはいえ、
油断はできない状況が続きます。今後も換気を

こまめに行
い、机間の
距離を空け
るなどして
３密を避け
る努力をし
ながら授業
を実施して
いきます。



卒業記念焼酎の製造にむけて
２年前から、吉永酒造様のご協力を頂

き、卒業記念焼酎「甑州 Journey」製造の
ための芋作りを行っておりますが、今年
度もその準備を始めました。昨年度まで
は、生徒たちの頑張りもあって、大量の
芋を生産することができていましたが、
現在の畑の広さだけでは、焼酎を蒸留す
るための、全量の芋を収穫することがで
きず、他の地区で生産された芋を混ぜ合
わせて製造しておりました。しかし、今
年度の焼酎に関しては、全て生徒が育て
た芋で作りたいという、学級担任をはじ
め、学校職員、生徒、保護者、地域の方
々の思いがあったことから、畑をさらに
拡張し、焼酎製造に必要となる全量の芋
を本校だけで育てることにしました。
臨時休校期間ではありましたが、学級

担任や職員、生徒らが交互に畑に通い、
藪だらけであった畑の開墾作業を行いま
した。また、５月の連休中には、四角建
設さんからもご協力いただき、焼酎製造
に必要となる芋の量を収穫できるだけの
畑の作付面積まで拡張することができま
した。
今年の卒業記念焼酎は、これまで以上

に、学校、保護者、地域の方々の思いが
こもった，純粋な海陽中産の焼酎になる
ことと思いま
す。6月には苗
植え作業が始ま
ります。11月に
は畑いっぱいに
芋が育ち、来年
２月に、焼酎が
製造できること
を楽しみにして
います。
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４月22日より、政府の緊急事態宣言の発表を
受けて、全国の全ての学校が休校となっており
ましたが、連休明けには緊急事態宣言も解除さ
れて、５月11日（月）より授業を再開すること
ができるようになりました。
生徒たちは、久しぶりに学校に登校すること

ができて大変嬉しそうでした。登校した生徒全
員の笑顔が印象的でした。幸い、臨時休業中に
体調を崩す生徒はいなかったようです。学校で
は積極的に授業に参加する姿を見ることが出来
ました。緊急事態宣言が解除されたとはいえ、
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ながら授業
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生徒総会
５月14日（木）の６校時に生徒総会を行いま

した。生徒会本部役員と専門部長・副部長が中
心となり、事前の資料準備や各学級で資料の読
み合わせを行った上で、総会に臨みました。
総会では、本年度の各部の活動計画と努力点

や予算案等について協議しました。各発表者の
説明が工夫されていたため分かりやすく１、２
年生からの質問も多く出されるなど、活発な協
議がなされました。
決定したことをもとに、本年度の生徒会活動

での自分の役割を一人一人が自覚し、責任を持
って活動していくことが大切です。本年度も昨
年同様に全員が活動に主体的に参加し、生徒会
活動が充実することを期待しています。

食に関する指導（１年生）
５月14日(木)、1 年生を対象に、給食センタ

ーの本桂子先生を講師に迎え、食に関する授業
を行いました。
授業では、食

事の役割や朝食
の働き、健康的
な食生活の在り
方等について学
習をしました。
生徒は「食べることで、体調が良くなることが
分かりました。思っていた以上に食事が大切だ
と分かったので、食べ過ぎないようにしたり、
好き嫌いをなくしたりしたいです。」「ぼくは体
温が低いので、よく噛んで体温を上げたいで
す。」「以前、気分が悪くなったり、元気が出な
かったりしたのは朝ご飯を食べていなかったか
らだと分かりました。朝ご飯は、毎朝食べよう
と思います。」といった感想を述べていました。

６月行事
３（水）普通救命講習（２年生） ＡＬＴ来校
４（木）移動図書館
９ (火）ＡＬＴ来校
12（金）プール開き 学校運営協議会
13（土）クリーン作戦
16（火）期末テスト前部活動停止期間（～24日）
17 (水) 上級学校説明会
18（木）ＰＴＡ三役・事業部会・教養部会 ＡＬＴ来校
22（月）期末テスト（～24日）
24 (水）性に関する指導（１年）
25（水）中期交流学習（フィールドワーク）




